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財布の中身財布の中身財布の中身：２：２：２
第４期川越市介護保険事業計画がスタート！：６第４期川越市介護保険事業計画がスタート！：６第４期川越市介護保険事業計画がスタート！：６
小江戸川越春まつり：10小江戸川越春まつり：10小江戸川越春まつり：10

＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

４月19日に行われた石原のささら獅子舞（観音寺）４月19日に行われた石原のささら獅子舞（観音寺）４月19日に行われた石原のささら獅子舞（観音寺）

表通り表通り表通り
裏通り裏通り裏通り

小江戸川越が舞台小江戸川越が舞台小江戸川越が舞台
NHK連続テレビ小説「つばさ」NHK連続テレビ小説「つばさ」NHK連続テレビ小説「つばさ」
現在放送中現在放送中現在放送中



平成19年度
川越市の収入と支出
収入921億円・支出891億円

 国・県支出金
 114億円
（12.4％）

 市債
 71億円
（7.7％）　　　

 その他
 143億円
（15.6％）

 繰越金
 46億円
（4.9％）

 扶助費扶助費
 151151億円億円
（16.916.9％）％）

 扶助費
 151億円
（16.9％）

 人件費人件費
 204204億円億円
（22.822.8％）％）

 市税市税
 547547億円億円
（59.459.4％）％）

 市税
 547億円
（59.4％）

 人件費
 204億円
（22.8％）

 公債費
 86億円
（9.7％）

 物件費
 146億円
（16.4％）

 補助費等補助費等
 108108億円億円
（12.212.2％）％）

 補助費等
 108億円
（12.2％）

 普通建設事業費
 102億円
（11.4％）

 その他
 94億円
（10.6％）

収入

支出（性質別）

 義務的経費
 441億円
（49.4％）

30億円
の黒字？

見た目の黒字額
30億円

実際の赤字額
18億円

平成19年度の
収入でない額
48億円このうち収入を年度別に見てみると……

平成19年度の収入
873億円

平成18年度から
繰り越した額
41億円

財政調整基金の取り崩し額
５億円

平成20年度に
繰り越す額
２億円

＝
収支の差額
（黒字額）

30億円

平成19年度の
収入でない額

48億円
－ ＝ 18億円

の赤字

その内訳
は!?
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会
計
と
は
？

家
族
が
別
々
に
財
布
を
持
つ
よ
う
に
、

市
も
独
立
し
て
や
り
く
り
を
行
う
財
布
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
会
計
」
と
い
い
ま

す
。「
一
般
会
計
」
と
は
、
市
の
基
本
的

な
経
費
を
や
り
く
り
す
る
、
根
幹
と
な
る

財
布
で
す
。「
特
別
会
計
」
と
は
、
特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
こ
か
ら
発
生
す

る
収
入
を
事
業
の
支
出
に
あ
て
て
、
独
立

し
た
や
り
く
り
を
す
る
財
布
で
す
。

普
通
会
計
と
は
？

「
普
通
会
計
」
と
は
、
統
計
上
の
会
計

で
、
各
自
治
体
の
財
政
比
較
を
統
一
的
な

基
準
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で

す
。
川
越
市
の
普
通
会
計
は
、
一
般
会
計

と
、
特
別
会
計
の
診
療
事
業
会
計
・
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
会
計
お
よ
び
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
（
平
成
19
年

度
末
で
廃
止
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
越
の
財
政
は
？

平
成
19
年
度
の
収
支
は
、
約
三
十
億
円

の
黒
字
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
同
年

度
の
収
入
で
な
い
額
（
約
四
十
八
億
円
）

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
を
除
く
と

同
年
度
だ
け
の
収
支
の
実
際
は
、
約
十
八

億
円
の
赤
字
で
す
。

川
越
市
の
財
政
事
情

財
布
の
中
身
そ
の
一

●よく分かる解説
平成19年度は黒字で

した。しかし、収入には、
同18年度から繰り越し
た額と、貯金をおろした
額と、同20年度の支払
いのために取っておく額
が含まれています。これ
らを除くと、実は赤字だ
ったことになります。

市
で
は
年
二
回
、
財
政
事
情
（
予
算
の
執
行
状
況
等
）
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
財
政
の
状
況
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
平

成
19
年
度
「
普
通
会
計
」
決
算
を
ベ
ー
ス
に
、
二
回
に
渡
っ
て
、
で
き
る

だ
け
「
分
か
り
や
す
く
」、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
…
℡
２
２
４-

５
６
１
８



川
越
の
貯
金
は
？

一
般
家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の
と
し

て
、
市
に
は
、「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
備
え
て
積
み
立
て
て
お
い
て
、
財

源
が
不
足
す
る
年
に
使
っ
た
り
、
施
設
の

建
設
な
ど
特
定
の
目
的
に
使
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
市
に
は
、
年
度
間
の
財
源
調
整

に
使
う
「
財
政
調
整
基
金
」
や
、
職
員
の

退
職
手
当
の
財
源
に
充
て
る
「
職
員
退
職

手
当
基
金
」
な
ど
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

上
の
グ
ラ
フ
は
平
成
15
年
度
か
ら
同
19

年
度
ま
で
の
、
財
政
調
整
基
金
と
、
十
の

基
金
残
高
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
財
政
規
模
な
ど
を
考
え
る
と
、
財

政
調
整
基
金
で
は
、
三
十
億
円
程
度
の
積

立
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
19
年
度
の
残
高
は
、
必
要
と
さ
れ
る
積

立
額
に
対
し
て
四
分
の
一
程
度
の
八
億
円

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

川
越
の
借
金
は
？

公
共
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る

と
、
一
時
的
に
多
額
の
支
払
い
が
発
生
し

ま
す
。
単
年
度
で
支
払
う
こ
と
が
難
し
い

場
合
、
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
市
は

国
・
県
・
銀
行
な
ど
か
ら
借
金
を
し
ま

す
。
こ
れ
を
市
債
と
い
い
ま
す
。
市
債
は
、

一
般
家
庭
で
い
う
と
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。

市
債
に
は
一
時
的
な
不
足
を
補
う
だ
け

で
な
く
、も
う
一
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
、
将
来

に
渡
っ
て
利
用
す
る
物
を
、
将
来
の
市
民

に
も
分
割
し
て
負
担
し
て
も
ら
う
、「
世

代
間
負
担
」
で
す
。
市
で
は
、
現
在
の
負

担
額
と
将
来
の
負
担
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
計
画
的
に
市
債
を
活
用
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

上
の
グ
ラ
フ
は
平
成
15
年
度
か
ら
同
19

年
度
ま
で
の
、
普
通
会
計
と
市
全
体
の
市

債
の
残
高
を
表
し
て
い
ま
す
。
残
高
が
大

き
く
増
加
し
た
の
は
、
同
16
年
度
。
こ
れ

は
、
菅
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取

得
や
建
設
費
の
支
払
い
を
す
る
た
め
、
多

く
の
借
金
を
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

ほ
か
に
も
支
払
い
が
？

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
が
将
来
に
渡
っ
て

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

て
、
債
務
負
担
行
為
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、

市
の
予
算
は
単
年
度
で
完
結
す
る
の
が
原

則
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
将
来
に
渡
る
支

払
い
を
あ
ら
か
じ
め
約
束
す
る
仕
組
み

が
、
債
務
負
担
行
為
で
す
。
例
え
ば
、
複

数
年
に
渡
る
施
設
管
理
の
委
託
契
約
は
、

債
務
負
担
行
為
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
普
通
会
計
で
、
債
務
負

担
行
為
と
し
て
翌
年
度
以
降
に
支
出
を
予

定
し
て
い
る
額
は
、百
七
十
九
億
円
で
す
。

こ
の
額
と
普
通
会
計
の
市
債
残
高
を
合
わ

せ
る
と
、
九
百
四
十
七
億
円
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
の
財
政
は
余
裕
の
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
（
５
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
）

は
、
平
成
19
年
度
普
通
会
計
決
算
を
、
家

計
に
例
え
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の

「
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
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 扶助費
 151億円
（16.9％）

 人件費
 204億円
（22.8％）

 市税
 547億円
（59.4％）

 補助費等
 108億円
（12.2％）

見た目の黒字額
30億円

実際の赤字額
18億円
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●川越市の基金の状況
市民１人あたりの平成19年度基

金残高は19,435円。中核市（39

市）の中では、残高の多い方から数

えて35番目です。中でも財政調整

基金は、同15年度に30億円あった

ものが、同19年度では、４分の１

程度の８億円となっています。これ

は、同17年度から三位一体の改革

などによる財源の落ち込みを補うた

め、取り崩しを行った影響です。

●川越市の市債の状況
市民１人あたりの平成19年度普

通会計市債残高は232,317円。中

核市の中では、残高の少ない方から

数えて５番目です。普通会計とそれ

以外の会計を合わせた、市全体の市

債残高は1,129億円。市民１人あ

たりの市債残高は341,635円です。

＊市民１人あたりの残高は、平成

19年度末における住民基本台帳人

口（330,414人）で算出しました。
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川越市社会福祉協議会サー
ビス券の二重発行について

福祉推進課・℡224－5769
市は４月15日に、社会福祉法人川越市社会福祉協議会

から、在宅福祉サービス事業（かわごえ友愛センター事業）

のサービス券（以下「券」）約80万円分が二重発行された

事件について、川越警察署に同日付けで被害届を提出した

との報告を受けました。

同協議会の在宅福祉事業は、日常生活上の援助を必要と

する方が券を事前に購入し、サービス提供者（協力会員）

に券を渡すことで援助を受ける仕組みです。その後、協力

会員は、同協議会からサービス時間に応じた金額を、券と

引き替えに受け取ります。

同協議会で平成19年４月から、券の販売記録と使用済

み券の照合を始めたところ、昨年１月に販売記録のない重

複した発行番号の付いた使用済み券を発見しました。その

後も引き続き照合作業を行うとともに、職員への事情聴取

など内部調査を実施しました。しかし、原因を特定するに

至らず、不正二重発行による金銭的被害が確認されたため、

警察に被害届を提出したものです。

市では、当面警察の捜査状況を見守ってまいりますが、

同協議会に随時報告を求め、必要に応じて指導・監督をし

てまいります。

また、外郭団体も含め、現金などを取り扱っている部署

に対して厳正な管理と報告を求め、類似事故の防止に努め

てまいります。

転
す
る
場
合
は
「
常
時
介
護
証

明
書
」

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
２
２
４-

５
６
３
７

事
業
主
に
定
期
健
康

診
断
受
診
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

市
で
は
、
従
業
員
の
定
期
健
康

診
断
を
実
施
し
て
い
る
事
業
主

に
、
受
診
料
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
定
期
健
康
診
断
は
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
に
定
め
ら
れ
、

す
べ
て
の
事
業
主
に
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
事
業
主
（
次
の

す
べ
て
に
該
当
）

①
市
内
の
事
業
所
で
常
時
雇
用
従

業
員
が
三
十
人
以
下

②
今
後
も
継
続
的
に
定
期
健
康
診

断
を
実
施
す
る

③
納
期
到
来
の
市
税
を
完
納
し
て

い
る

補
助
額
…
従
業
員
一
人
当
た
り
受

診
料
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
高

三
千
円
）

＊
補
助
金
は
、
年
一
回
、
通
算
三

回
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
緊
急
地
域
経
済
対

策
室
・
℡
２
２
４-

６
１
９
１

限
は
、
６
月
１
日
席
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
と
共
に
、
課
税
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
明
細
書
が
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
の
筆
数
・
棟
数
が

多
い
場
合
は
、
明
細
書
が
別
紙
で

同
封
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
＝
資

産
税
課
管
理
担
当

℡
２
２
４-

５
６
４
２

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
を
５
月
８
日
に
発
送
し

ま
し
た
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自

動
車
税
は
、
同
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
一
期
分
と
軽
自
動
車
税
の
納
期

軽
自
動
車
税
＝
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
２
２
４-

５
６
３
７

固
定
資
産
税
な
ど
を

減
免
し
ま
す

火
災
な
ど
に
あ
わ
れ
た
方
の
減
免

火
災
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
家

屋
の
、
納
期
が
到
来
し
て
い
な
い

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
家

屋
分
の
み
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
消
防
局
予
防
課
が

発
行
す
る
「
り
災
証
明
書
」
を
添

え
て
、
資
産
税
課
（
本
庁
舎
二
階
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
管
理
担

当
・
℡
２
２
４-

５
６
４
２

心
身
に
障
害
が
あ
る
方

の
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
方
の
う

ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

の
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま

す
（
要
申
請
）。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
手
帳
を
持
つ
方
と
生
計
を
同
一

に
す
る
方
が
所
有
す
る
車
を
、
手

帳
を
持
つ
方
の
た
め
に
専
ら
運
転

す
る
場
合
も
、減
免
の
対
象
で
す
。

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
免

の
申
請
を
す
る
方
は
、
郵
送
で
の

申
請
が
可
能
で
す
。

申
請
受
け
付
け

５
月
25
日
席
ま
で
に
市
民
税
課

（
本
庁
舎
二
階
）。

必
要
書
類

●
平
成
21
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書

●
運
転
免
許
証

●
各
手
帳

●
各
手
帳
を
持
つ
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
方
が
所
有
す
る

車
を
、
常
時
介
護
す
る
方
が
運
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５
月
31
日
隻
は

ご
み
ゼ
ロ
運
動

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
の
公
共
の
場
に
散
乱
し
て

い
る
ご
み
や
空
き
缶
を
拾
い
、
清

潔
な
環
境
を
保
ち
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
た
め
の
運
動
で

す
。ご

み
ゼ
ロ
運
動
は
、
家
庭
の
ご

み
や
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
は
収
集
車

両
が
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
へ
の
支
援

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日

以
外
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
、
ご
み
袋
の
支
給
や

ご
み
挟
み
・
啓
発
用
ベ
ス
ト
・
リ

ヤ
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
、
道
路
の
清
掃

活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の
国
ロ
ー

ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の
清
掃
活

動
を
支
援
す
る
「
水
辺
の
里
親
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・

環
境
美
化
活
動
支
援
制
度
＝
資

源
循
環
推
進
課

算
し
て
付
加
年
金
保
険
料
（
月
額

四
百
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

対
象
…
第
一
号
被
保
険
者
（
65
歳

ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
を

含
む
）

＊
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
付
加
年
金
保
険

料
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額（
年
額
）

二
百
円
×
付
加
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
月
数

＊
四
十
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料

と
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
七
十
九
万

二
千
百
円
（
平
成
21
年
度
の
額
）

に
、
付
加
年
金
額
二
百
円
×
四
百

八
十
月
を
加
え
た
、
八
十
八
万
八

千
百
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

納
付
開
始
…
加
入
申
し
込
み
月
か

ら
納
付
で
き
ま
す
（
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
…
年
金
手
帳
・
印
鑑
を

持
参
し
、
市
民
課
（
本
庁
舎
一

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
℡
２
２
４-

５
７
６
４

℡
２
２
４-

５
９
０
８

彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
・
水
辺

の
里
親
制
度
＝
川
越
県
土
整
備

事
務
所

℡
２
４
３-

２
０
２
０

付
加
年
金
で

年
金
を
増
や
せ
ま
す

付
加
年
金
保
険
料
は
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
農
業
・
自

営
業
・
学
生
な
ど
）
に
対
す
る
国

民
年
金
制
度
独
自
の
上
乗
せ
の
年

金
で
す
。

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加

私
は
横
浜
市
立
も
え
ぎ
の
小

学
校
５
年
の
大お

お

森も
り

麦む
ぎ

穂ほ

で

す
。
去
年
の
夏
休
み
、
川
越
の
菓

子
屋
横よ

こ

丁
ち
ょ
う

に
行
き
ま
し
た
。
帰

り
道
に
時
の
鐘
を
見
て
、
一
歩
も

動
け
な
く
な
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し

た
。
絵
に
描
き
、
美
術
館
の
児
童

作
品
展
に
出
品
し
、
神
奈
川
県
教

育
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

川
越
は
、
古
い
町
並
み
と
不
思

議
な
形
の
街
灯
と
色
と
り
ど
り
の

は
た
が
、
印
象
的
で
し
た
。
私
の

絵
で
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

描
き
ま
し
た
。楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
森
麦
穂
（
横
浜
市
）

■
広
報
川
越
か
ら

川
越
を
訪
れ
た
小
さ
な
旅
人
か

ら
、
う
れ
し
い
お
便
り
が
届
き
ま

し
た
。
絵
の
題
材
に
な
っ
た
時
の

鐘
は
、
現
在
四
代
目
。
明
治
26
年

（
一
八
九
三
）
の
川
越
大
火
で
焼

け
た
あ
と
、
川
越
の
商
人
は
み
ず

か
ら
の
店
を
再
建
す
る
前
に
、
い

ち
早
く
立
て
直
し
ま
し
た
。
そ
の

心
意
気
が
大
森
さ
ん
に
伝
わ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
写
真
の
絵
か
ら
は

力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
お
便

り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
報
室
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ
ク

ス
＝
２
２
５-

２
１
７
１
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝ko

h
o
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
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第４期の第１号被保険者の介護保険料

＊実際に納める年間の保険料は、100円未満を切り捨てた金額となります。
＊負担割合は、第４段階②の年間の保険料（46,800円）を基準として、それに対する割合を示したものです。
＊所得段階の区分のしかたや各所得段階の負担割合は、市町村によって異なります。

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
り
、九
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
増

加
し
、
介
護
保
険
制
度
は
高
齢
期

を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
団

塊
の
世
代
が
高
齢
者
と
な
り
、
高

齢
化
が
一
層
進
み
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、
市
で
は
川
越
市
介

護
保
険
事
業
計
画
等
推
進
委
員
会

で
の
協
議
を
重
ね
、
第
三
期
（
平

成
18
年
度
か
ら
同
20
年
度
）
の
介

護
保
険
事
業
計
画
を
継
承
す
る
形

で
、「
第
四
期
川
越
市
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

同
計
画
で
は
、
市
が
、
第
四
期

計
画
期
間
の
高
齢
者
人
口
・
要
介

護
認
定
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら
居

宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
見
込
み
量
を

新
た
に
推
計
し
、
平
成
21
年
度
か

ら
同
23
年
度
の
第
一
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険

料
を
決
定
し
ま
し
た
（
下
表
）。

こ
の
際
、所
得
状
況
に
配
慮
し
て
、

保
険
料
段
階
区
分
を
八
段
階
制
か

ら
十
段
階
制
に
変
更
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、
第
三
期
事
業
計

画
の
給
付
実
績
な
ど
を
検
証
・
精

査
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
見
込
量

を
推
計
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
左

の
拭
〜
燭
を
考
慮
し
ま
し
た
。

事業計画がスタート

問い合わせ…介護保険課
℡224ー 5817

段階 所得状況等 負担割合 年間の保険料

１
・生活保護受給者

0.45 21,060円・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税

２
・世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計

0.45 21,060円所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下

３
・世帯全員が住民税非課税で、

0.75 35,100円第２段階に該当しない

・住民税が課税されて
①前年の合計所得金額と

いる人が世帯にいる
課税年金収入額の合計 0.90 42,120円

４
場合で、本人は住民

が80万円以下

税非課税で ②上記①以外 基準額 46,800円

５
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

1.05 49,140円125万円未満

６
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

1.25 58,500円125万円以上200万円未満

７
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

1.50 70,200円200万円以上400万円未満

８
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

1.60 74,880円400万円以上700万円未満

９
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

1.75 81,900円700万円以上1,000万円未満

10
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

2.00 93,600円1,000万円以上

第３期
年間の保険料

20,395円

20,395円

30,593円

40,791円
（基準額）

50,988円

61,186円

65,265円

71,384円
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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●歯ッピーフェスティバル2009 健康づくり支援課・℡229－4121
６月７日隻、正午～午後３時、総合保健センター。駐車場が狭いので、公共交通機関などをご利用ください。
●認定調査の項目・方法が変更になりました　介護保険課・℡224－5817
認定調査項目が、82項目から74項目に変更になりました。調査方法は、聞き取り中心の調査から、実際に本人に試行してもらい、
評価する内容のものが増えています。調査時間が長くなることもありますので、ご協力をお願いします。
●川越シャトル停留所の名称変更のお知らせ　都市交通政策課・℡224－5519
５月16日析から21・22系統の「川越福祉センター入口」が「南公民館入口」へ変更になります。なお、時刻等の変更はありま
せん。西武バスの同停留所も同様に変更となります。

第４期川越市介護保険
平成21年度から同23年度を計画期間とする「第４期

川越市介護保険事業計画」を策定。65歳以上の方の介護
保険料が変わります。

第
一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）
の
算
出
手
順
（
上
図
）

①
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費

用
○
標
準
給
付
費
の
算
出

居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
費
（
介
護
予
防
を
含

む
）、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
を
算
出
。

○
地
域
支
援
事
業
費
の
算
出

介
護
予
防
事
業
、
包
括
的
支
援

事
業
、
任
意
事
業
に
要
す
る
費
用

を
算
出
。

②
第
一
号
被
保
険
者
負
担
割
合

介
護
保
険
給
付
な
ど
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
第
一
号
被
保
険
者

の
方
が
負
担
す
る
割
合
は
、
20
パ

ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

③
第
一
号
被
保
険
者
数
を
推
計

●
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
取

り
扱
い

同
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護

保
険
事
業
の
介
護
保
険
給
付
費
の

残
高
を
積
み
立
て
た
も
の
で
す
。

平
成
20
年
度
末
で
約
七
億
六
千
五

百
万
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。今
回
、

介
護
保
険
料
の
算
定
で
は
、
四
億

六
千
五
百
万
円
を
取
り
崩
し
、
保

険
料
の
上
昇
を
軽
減
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
積
立
金
残
額
で
見
込

ま
れ
る
約
三
億
円
に
つ
い
て
は
、

突
発
的
な
給
付
の
増
加
に
備
え
る

財
源
と
し
ま
す
。

●
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
の
取
り
扱
い

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
に
行
う
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を

受
け
入
れ
た
基
金
で
す
。
交
付
金

額
は
、約
一
億
八
千
五
百
万
円
で
、

第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
三

年
間
、
均
等
に
充
当
し
、
介
護
保

険
料
の
上
昇
を
軽
減
し
ま
す
。

＊
平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料

は
、
昨
年
の
収
入
状
況
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
、
７
月
に
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。

介
護
保
険
課
で
は
、
介
護
保
険

制
度
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
い
う
団
体
を
対
象
に
、
自

治
会
館
や
公
民
館
な
ど
で
出
前
説

明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

拭
高
齢
者
数
と
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加

植
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
増
加

殖
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
増
加

燭
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
増
加

①必要な
　介護サービス
　の総費用

②第１号
　被保険者
　の負担分
　20％

③65歳以上の
　方の人数

保険料の
基準額

基準額はこのように算出されます（イメージ図）
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児
童
・
生
徒
の
作
文
⑩

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
在
り
方
①

中
学
３
年
生

私
の
趣
味
は
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
だ
。
最
近

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
人
が
交
流
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
大
量
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
み
出
し
た
。

例
え
ば
、
あ
な
た
は
顔
が
見
え
な
い

か
ら
と
い
っ
て
「
死
ね
」
や
「
馬ば

鹿か

」

な
ど
誹ひ

謗ぼ
う

・
中
傷
な
ど
の
言
葉
を
多
用

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
顔
が
見
え
て

い
る
と
面
と
向
か
っ
て
言
わ
ず
に
心
の

中
に
閉
じ
込
め
て
お
く
言
葉
も
、
顔
が

見
え
な
か
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
に
ま
か

せ
て
、
ズ
バ
ズ
バ
と
言
う
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
と
え
顔
は
見
え
な
く
て

も
、
相
手
は
画
面
の
向
こ
う
に
確
か
に

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

で
は
な
い
生
身
の
人
間
が
…
…
。
軽
い

気
持
ち
で
使
っ
た
言
葉
で
も
、
相
手
の

人
間
は
何
か
し
ら
心
に
傷
が
つ
く
の
で

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
直じ

か

に
相
手

の
顔
を
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
相
手
の
感
情
を
読
む
こ
と
が
難
し

い
。
普
通
の
会
話
よ
り
も
、
相
手
の
こ

と
を
思
い
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

だ
。常

に
相
手
を
思
い
や
る
心
を
持
つ
こ

と
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
醜
い
争
い
も
な

く
な
る
と
思
う
し
、
何
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
る
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
の
人
々
と
交
流
で
き

る
こ
の
時
代
に
、
争
い
を
し
て
い
る
な

ん
て
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
討
論
や

意
見
交
換
な
ら
か
ま
わ
な
い
。
だ
が
、

醜
い
言
葉
で
の
罵

の
の
し

り
合
い
は
知
性
の
低

さ
が
目
立
つ
だ
け
で
あ
る
。
相
手
に
自

分
の
感
情
を
押
し
つ
け
る
よ
り
、
こ
う

い
う
世
界
も
あ
る
の
だ
と
理
解
し
合
う

ほ
う
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
本
来
の
姿
に
近
い
と
思

う
。
相
手
も
自
分
も
心
を
も
っ
た
人
間

で
あ
る
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ

け
で
な
く
日
常
生
活
で
も
、
念
頭
に
お

い
て
お
き
た
い
。

（
つ
づ
く
）

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集

「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
指
導
課
・
℡
２
２
４-

６
１
１
４

問い…平成21年４月２日に50ccのバイクを廃車しました。課税されますか？
答え…平成21年度の軽自動車税は、課税されます。
軽自動車税は、毎年４月１日現在の軽自動車（原動機付自転車・軽自動車・小型特

殊自動車・２輪の小型自動車など）の所有者に課税されます。そのため、４月２日以
降に廃車や名義変更を行った場合でも、その年度は課税されます。また、使用してい
ない軽自動車を所有していたり、盗難にあったりしても、所定の手続きをしていない
場合は課税されます。なお、自動車税については、埼玉県川越県税事務所（℡242－
1801）にお尋ねください。
問い合わせ…市民税課税制担当・℡224－5637

年
間
六
千
人
以
上
の
親
子
が
利
用
す
る
同
セ
ン
タ
ー

は
、
名な

細
ぐ
わ
し

保
育
園
内
に
併
設
さ
れ
、
親
子
で
集
え
る

部
屋
、
電
話
相
談
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
周
り
は

畑
に
囲
ま
れ
、
の
ど
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
明

る
い
日
ざ
し
が
差
し
込
む
部
屋
で
は
、
数
組
の
親
子
が

楽
し
そ
う
に
交
流
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
の
園
児
た
ち

と
一
緒
に
、
泥
ん
こ
遊
び
や
、
夏
に
は
プ
ー
ル
で
水
遊

び
も
楽
し
め
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
は
、
子

育
て
講
座
の
実
施
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
な
ど
で

す
。
特
に
、
０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ひ
よ
こ

の
日
」
が
好
評
で
、

毎
回
十
五
組
ほ
ど
の

親
子
が
、
童
歌
や
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
妊

娠
中
の
方
の
受
け
入

れ
を
開
始
。
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
同
士

で
、
情
報
交
換
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
利

用
に
は
、
予
約
が
必

要
で
す
。

施
設

め
ぐ
り

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
３-

７
５
５
１

か
わ
ご
え

至
高
麗
川

メルト

県道川越坂戸毛呂山線

小畔
川

名細出張所

 子育て支援
 センター
（名細保育園内）
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英
会
話
教
材
の
購
入
は

慎
重
に
！

167

市の二酸化炭素（ＣＯ ）排出量の割合は、産業や運

輸などから発生するものが70％、家庭から発生するも

のが30％です。平成16年の市民１人当たりのＣＯ 排

出量は、5.2ｔ。県民１人当たりは5.9ｔ、国民１人当

たりは10.1ｔでしたので、国・県に比べて市の排出量

は低い水準です。しかし伸び率は、京都議定書で定め

る基準年の同２年と比較して国が９％増、県が３％減

に対して、市は21％も増加しています。

その原因として、家庭からの排出量が平成２年と比

較して41％も増加したことが挙げられます。増加の主

な原因は、車の保有台数が増えたことです。乗用車は

同年比で51,940台（60.8％）増加しています。また、

１世帯当たりの人数は、同年の3.09人から同17年の

2.64人に減少。これにより、１人当たりの電気・ガス

などの使用量が増加したことも影響しています。

川越市地球温暖化対策地域推進計画で、市の将来像

は「みんなでつくる、豊かさを実感できる二酸化炭素

の少ないまち」。その実現に向けて次回は、同計画の７

つの取り組みのうち、市民生活を主題とする重点プロ

ジェクト①「川エコ市民運動」を取り上げます。

問い合わせ…環境政策課・℡224－5866

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

国
の
中
で
は
ま
だ
高
率
で
す
。
女
性
は

横
ば
い
で
、
他
の
先
進
諸
国
よ
り
低
率

で
す
が
、
20
歳
代
と
30
歳
代
で
上
昇
傾

向
で
す
。
一
方
、
平
成
17
年
の
大
阪
府

立
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
喫
煙
者
の
約
六
割
が
「
禁
煙
し
た

い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
禁
煙
が
難
し
い
原
因
は
、
た

ば
こ
に
「
ニ
コ
チ
ン
」
と
い
う
依
存
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ニ
コ

チ
ン
は
体
内
の
ニ
コ
チ
ン
量
が
減
る

た
ば
こ
が
健
康
・
社
会
・
環
境
・
経

済
へ
及
ぼ
す
問
題
は
、
各
国
共
通
の
課

題
で
す
。
世
界
保
健
機
関
の
「
た
ば
こ

規
制
枠
組
条
約
」
に
各
国
が
批
准
す
る

な
ど
、
た
ば
こ
対
策
は
、
世
界
で
共
通

の
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
か

ら
日
本
人
の
喫
煙
率
は
、
男
性
39
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
11
・
０
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。
過
去
十
年
で
男
性
は
約
10

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
が
、
先
進
諸

た
ば
こ
対
策
の
最
新
事
情

けんこう

メモ

事
例業

者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
無
理
な
勧
誘
は
し
な
い
」

と
言
う
の
で
、
幼
児
用
英
語
教
材
の
試
供
品
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

送
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
後
毎
日
、
長
時
間
に
わ
た
り
、

購
入
を
勧
め
る
電
話
が
あ
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
す
べ
て
の
小
学
校
で
、
英
語
の
授
業

が
始
ま
り
ま
す
。「
幼
児
か
ら
英
語
に
親
し
ん
で
お
い
た

方
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
、
高
額
な
英
語
教
材
を
販

売
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
購
入
の
意
思
が
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。
英
語
な
ど
の
幼
児
用
教
材
は
、
子
供
が
興
味
を
持

た
ず
、
使
い
続
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
額

な
教
材
を
購
入
す
る
こ
と
や
、
一
度
で
多
量
に
購
入
す

る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う

②
強
引
な
訪
問
販
売
な
ど
で
、
教
材
の
購
入
を
契
約
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

（
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
間
は
、
無
条

件
で
契
約
を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き
る
制
度
）
が
あ
り

ま
す
。
契
約
内
容
に
不
安
を
持
っ
た
場
合
は
、
生
活
情

報
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
・
市
民

相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）

℡
２
２
６-

７
０
６
６

（
相
談
専
用
・
℡
２
２
６-

７
４
７
６
）

と
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
補
給
す
る
よ
う

に
脳
に
命
令
し
ま
す
。
起
床
後
三
十
分

以
内
に
喫
煙
す
る
方
は
、
ニ
コ
チ
ン
依

存
度
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
は
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
の
薬

を
使
っ
て
、
専
門
医
の
治
療
を
受
け
る

と
、
禁
煙
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

最
近
は
治
療
薬
の
種
類
や
、
保
健
適

用
で
治
療
で
き
る
医
療
機
関
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
禁
煙

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
支
援
課
健
康
づ
く
り
支
援
担
当
・
℡
２
２
９-

４
１
２
１

2

2
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小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

表
通
り

裏
通
り

今
年
で
二
十
回
目
を
迎
え
た
「
小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
」。
三
月
二
十
二
日

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
市
内
各
地
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
の
中
、
出
会
っ

た
笑
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

コミカルな演技で笑いを誘った老袋の万作芝居「日高川お半長右エ門」コミカルな演技で笑いを誘った老袋の万作芝居「日高川お半長右エ門」コミカルな演技で笑いを誘った老袋の万作芝居「日高川お半長右エ門」

オープニングイベントのテープカットオープニングイベントのテープカットオープニングイベントのテープカット

笑顔も満開の新河岸川観光舟運笑顔も満開の新河岸川観光舟運笑顔も満開の新河岸川観光舟運

ハラハラ、ハラハラ、ハラハラ、
ドキドキ、とびのはしご乗りドキドキ、とびのはしご乗りドキドキ、とびのはしご乗り

笑顔も着物もどちらもすてき笑顔も着物もどちらもすてき笑顔も着物もどちらもすてき
第２回小江戸川越着物姿コンテスト第２回小江戸川越着物姿コンテスト第２回小江戸川越着物姿コンテスト

当たりますよ～に当たりますよ～に当たりますよ～に
オープニングのオープニングのオープニングの
ルーレットゲームルーレットゲームルーレットゲーム

とびっきりの笑顔が見られたとびっきりの笑顔が見られたとびっきりの笑顔が見られた
カラーガードの演舞カラーガードの演舞カラーガードの演舞迫力のあるマーチングバンド迫力のあるマーチングバンド迫力のあるマーチングバンド
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荒
井
さ
ん
は
昨
年
、
初は

つ

雁か
り

賞
を
受
賞
し
た
一
人
で
す
。

市
内
の
桶お

け

店
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
の
仕
事
を

手
伝
っ
た
の
が
桶
作
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、

三
代
目
と
し
て
店
を
継
ぎ
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
が
普
及
し
始
め
、
他
の
桶
職
人
が
辞
め
て

い
く
中
、
五
十
年
以
上
も
桶
作
り
一
筋
で
す
。
作
業
場
に

伺
う
と
、
ち
ょ
う
ど
木
を
削
る
と
こ
ろ
。
か
ん
な
を
掛
け

る
音
が
シ
ュ
ー
、
シ
ュ
ー
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
き
ま
す
。

「
水
が
漏
れ
な
い
桶
を
作
る
の
が
職
人
の
使
命
。
長
く
使

っ
て
い
る
間
に
木
は
や
せ
て
く
る
の
で
、
木
の
癖
に
合
わ

せ
て
削
る
の
が
難
し
い
で
す
ね
」
と
荒
井
さ
ん
。
曲
面
を

測
る
た
め
の
定
規
で
あ
る
「
カ
タ
」
を
当
て
、
曲
が
り
具

合
を
見
な
が
ら
削
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
、
川
越
に
は
二
十
人
近
い
桶
職
人
が
い

ま
し
た
が
、
今
も
現
役
の
職
人
は
荒
井
さ
ん
一
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
桶
は
、
き
ち
ん
と
修

理
す
れ
ば
五
十
年
で

も
百
年
で
も
使
え
ま

す
。
今
後
も
体
力
の

続
く
か
ぎ
り
、
桶
作

り
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
気
力
に
満
ち

た
声
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット

荒あ
ら

井い

修
し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（
69
歳
・
喜き

多た

町ま
ち

）

人

川

越
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削った木に真剣な目で削った木に真剣な目で削った木に真剣な目で
カタを当てる荒井さんカタを当てる荒井さんカタを当てる荒井さん

闇の中に浮かび上がる舞い
４月19日隻に中

なか

福
ふく

稲荷
い な り

神社で「中福の神楽」が行われま

した。夕日が沈むころ、笛と太鼓に合わせ、舞いが始まり

ました。神楽は、古事記や日本書紀の神話に基づいた物語

を演じ、豊作を祈願するものです。演目には、こっけいな

しぐさや、せりふを取り入れたものもあり、見ている人か

ら思わず笑いが起こる場面も。暗闇の中、わずかな光を受

けて演じる舞。その幻想的な姿に引き込まれました。

毎日を交通事故ゼロの日に
４月６日から15日まで、春の全国交通安全運動が実施さ

れました。６日席は西武本川越ペペ前広場で、東京国際大

学教授・露
つゆ

木
き

茂
しげる

さんが「ドラマ・つばさで全国から注目さ

れている川越を、交通安全でも全国に知られるようにして

いきたい」と呼びかけました。その後、約200人分用意した

チラシや反射材などの啓発品を配布。受け取った皆さんは、

交通ルールや交通マナーを改めて確認しているようでした。 交通安全を呼びかける露木さん交通安全を呼びかける露木さん交通安全を呼びかける露木さん

市指定の無形民俗文化財・中福の神楽市指定の無形民俗文化財・中福の神楽市指定の無形民俗文化財・中福の神楽

菊の大輪に挑戦
メルトで４月19日隻に行われた川越菊花会主催の「菊作り講

習会」。会長の猪
いの

子
こ

陽
よう

一
いち

さん（68歳・安
あ

比
い

奈
な

新
しん

田
でん

）と会員の皆さ

んが、実演を交え説明。60人以上の参加者が、大菊の３本仕立

ての鉢植え作りを学びました。初めて講習に参加した並
なみ

木
き

智
あきら

さ

ん（70歳・上
うわ

戸
ど

新
しん

町
まち

）は、「基礎から学ぶことが出来てとても参

考になります。６月と８月の講習もしっかり受けて、秋にはき

れいな菊を咲かせたいですね」と楽しそうに話してくれました。ユーモアを交えた講義に笑顔の受講生ユーモアを交えた講義に笑顔の受講生ユーモアを交えた講義に笑顔の受講生
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川
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石い
し

原わ
ら

町ま
ち

交
差
点
の
近
く
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ

と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
白
い
花
。大
き
さ
は
７
、

８
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
中
心
部
は
黄
色
で
す
。
葉
の

緑
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
き
れ
い
だ
っ
た
の

で
、
自
然
と
目
が
そ
の
花
に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

名
前
は
ナ
ニ
ワ
イ
バ
ラ
。
常
緑
の
葉
が
密
集
し
て

い
る
た
め
、
古
く
か
ら
庭
木
や
垣
根
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
国
が
原
産
で
、
江
戸
時
代
に
難な

に

波わ

の
商
人
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
た
め
、

こ
の
名
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。
花
の
周
り
に
は
、

先
の
と
が
っ
た
つ
ぼ
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
茎
に
は
ト
ゲ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

近
づ
い
て
見
る
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

241

ナ
ニ
ワ
イ
バ
ラ

編集後記

雲一つない青空と、春にしては日

ざしが強く感じられた日。江戸時代

初めから続く伝統行事「石原のささ

ら獅子舞」の取材へ出かけました。

始まる前に、囃子で笛を吹く方と話

をする機会がありました。獅子舞を

盛り上げる笛は、なんと手作り。試

行錯誤を繰り返し、今まで作った笛

は50本以上にもなるそうです。今

日のために持ってきたのは、その中

でも宝物の２本。笛の高く澄んだ音

が境内に響き渡ると、伝統の獅子舞

に命が吹き込まれたようでした。

表
紙
の
地
図

霞
ケ
関
北
花
の
丘
公
園
か
ら
み
よ
し
の
公
園
に
向
か
っ
て
歩
く

と
、
東
武
東
上
線
と
交
差
し
ま
す
。
ガ
ー
ド
下
の
歩
道
の
壁
面
に
作

品
を
見
つ
け
ま
し
た
。
赤
や
青
な
ど
色
と
り
ど
り
に
着
色
し
た
小
片

を
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
、
楽
し
そ
う
な
風

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
横
に
は
「
未
来
の
川
越
」
と
い
う
題
名
で

「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
よ
　
空
を
と
ん
で
み
よ
う
　
雲
に
の
っ
て
み
よ

う
　
キ
ャ
ン
プ
へ
行
っ
て
テ
ン
ト
で
ね
む
り
た
い
な
　
一
人
じ
ゃ
な

く
て
み
ん
な
で
遊
ぶ
と
楽
し
い
な
　
霞
ヶ
関
北
小
学
校
　
み
な
さ
ん

の
原
画
」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
り
ま
す
。
時
の
鐘
の
周
り
で
縄
跳

び
を
す
る
子
、
空
飛
ぶ
乗
り
物
に
乗
っ
て
い
る
子
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
い
る
子
。
テ
ン
ト
の

中
も
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
で

す
。そ

う
言
え
ば
、
こ
の
作
品

の
近
く
に
は
公
園
。
近
づ
く

と
、
元
気
に
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

霞ケ関駅

作品位置

霞ケ関北
花の丘公園

小畔川

霞ケ関北
　出張所

メルト
みよしの
　　公園


